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（２）

産
産
業
祭
　

　
役
場
駐
車
場
で
行
わ
れ
た
産
業

祭
で
は
、
町
内
各
種
団
体
・
企
業

が
約
　
テ
ン
ト
を
出
展
し
、
農
産

４０

物
や
各
種
物
産
の
販
売
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
焼
き
そ
ば
や
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

す
く
い
、
ら
く
が
き
せ
ん
べ
い

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
出
店
者
の
活
気

あ
ふ
れ
る
呼
び
込
み
に
た
く
さ
ん

の
人
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
中

で
も
大
抽
選
会
や
豚
汁
、
お
に
ぎ

り
の
無
料
配
布
に
は
長
い
行
列
が

出
来
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
は
町
制
施
行
　
周
１０

年
を
記
念
し
て
「
超
速
戦
士
Ｇ
元

Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
シ
ョ
ー
」
が
役
場
噴
水

前
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
、

大
勢
の
家
族
づ
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

産
文
化
祭
　

　
文
化
祭
は
ふ
る
さ
と
産
業
文
化

館
で
行
わ
れ
、
生
け
花
、
書
道
、

竹
細
工
、
写
真
な
ど
の
作
品
が
展

示
さ
れ
、
来
場
者
は
熱
心
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

産
健
康
ま
つ
り
　

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
健

康
ま
つ
り
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
脳
年
齢
測
定
や
血
圧
測
定

な
ど
の
健
康
相
談
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る

試
食
コ
ー
ナ
ー
、
ち
び
っ
子
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
メ
タ
リ
ッ
ク
バ
ル
ー

ン
や
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な
ど
に
子
ど

も
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

町
制
施
行
　
周
年
記
念
第
７
回
産
業
祭
と
第
　
回
健
康
ま
つ

１０

１１

り
が
　
月
２
日
、
第
　
回
文
化
祭
が
　
月
１
日
か
ら
３
日
に
か

１１

１１

１１

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
開
催
さ
れ
、
秋
晴
れ
の
下
 約
６
５
０

０
人
の
来
場
者
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

多
彩
な

催
し
を
満
喫
！

町制施行１０周年記念灸産業祭・文化祭・健康まつり球

皆子どもたちも参加。  
超速戦士Ｇ－ＦＩＶＥ
ショー

械血圧測定をす
る来場者

界大盛況のフリー
マーケット会場

皆力作が並ぶ作品展
示コーナー



（３）広報めいわ　平成２０年１２月１０日

界将棋の対局を
　楽しむ来場者

界芸能発表で自
慢の歌を披露

皆子どもたちに
大人気。ミニ
ＳＬ

多くの人たちで賑わう産業祭会場



（４）

各
家
庭
で
も
備
え
が
大
切

　
皆
さ
ん
既
に
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
火

災
を
早
期
発
見
し
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
る

犠
牲
者
を
防
ぐ
た
め
に
新
築
住
宅
に
は

平
成
　
年
６
月
１
日
か
ら
、
ま
た
、
既

１８

存
の
住
宅
は
平
成
　
年
６
月
１
日
よ
り

２０

適
用
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
今
年
も
　
月
９
日
か
ら
　
月
　
日
ま

１１

１１

１５

で
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
ね
。
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

『
火
の
始
末
　
君
が
し
な
く
て
　
誰
が

す
る
』
で
し
た
。
そ
う
で
す
「
火
を
つ

け
た
ら
消
す
ま
で
そ
の
場
を
離
れ
な

い
」
離
れ
る
と
き
は
「
必
ず
火
を
消
す
」

こ
と
が
必
要
で
す
。

消
防
と
防
犯
の
放
送
の
意
味

　
毎
晩
９
時
に
な
る
と
、
町
内
全
体
に

明
和
分
署
か
ら
放
送
が
流
れ
ま
す
。

「
午
後
９
時
は
消
防
と
防
犯
の
時
間
で

す
、
お
休
み
に
な
る
前
に
も
う
一
度
、

火
の
元
と
戸
締
り
を
確
か
め
て
下
さ

い
」
と
、
雨
の
日
も
風
の
日
も
、
一
日

も
休
む
こ
と
な
く
私
達
の
家
庭
に
、
耳

に
、
安
全
・
安
心
そ
し
て
地
域
の
人
々

の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
注
意
を
喚

起
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
放
送
が
開
始
さ
れ
た
の
が
、
愛

の
鐘
の
放
送
と
同
時
、
昭
和
　
年
　
月

５１

１１

か
ら
で
、
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
ま
す

が
、
サ
ラ
ッ
と
聞
き
流
し
て
い
る
そ
ん

な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
今
更
と
お

思
い
で
し
ょ
う
が
、
初
心
に
帰
っ
て
も

う
一
度
こ
の
放
送
の
意
味
を
考
え
て
見

ま
し
ょ
う
。

　
消
防
と
は
「
火
災
を
消
し
・
水
害
・

地
震
な
ど
か
ら
の
災
害
を
予
防
・
警
戒

す
る
こ
と
」
防
犯
と
は
「
犯
罪
が
お
こ

る
の
を
防
ぐ
こ
と
」
で
す
。　
昨
今
、
昼

町
民
リ
ポ
ー
タ
ー

　
　
山
田
　
雅
万

習習習習習習習習習習慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣づづづづづづづづづづけけけけけけけけけけよよよよよよよよよよ習慣づけよううううううううううう

寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝るるるるるるるるるる前前前前前前前前前前にににににににににに今今今今今今今今今今一一一一一一一一一一度度度度度度度度度度確確確確確確確確確確寝る前に今一度確認認認認認認認認認認認

今
年
も
押
し
せ
ま
り
師
走
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
寒
さ
が
到
来
、

暖
が
恋
し
く
な
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
そ
こ
で
今
回
、

分
署
長
以
下
総
員
　
名
、
緊
急
時
に
備
え
万
全
の
体
制
を
整
え
た

１９

館
林
地
区
消
防
組
合
明
和
分
署
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。



（５）広報めいわ　平成２０年１２月１０日

日
中
の
空
巣
や
夜
間
の
侵
入
と
物
騒
な

世
の
中
で
油
断
も
隙
も
あ
っ
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　「
俺
の
家
は
大
丈
夫
だ
、
何
十
年
と

そ
ん
な
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
な
い
よ
」

と
、
多
寡
を
く
く
る
こ
と
な
く
お
休
み

に
な
る
際
は
、
火
の
始
末
・
戸
締
り
を

確
認
す
る
こ
と
が
肝
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
外
出
の
際
も
「
あ
れ
、
お
前

あ
そ
こ
の
鍵
閉
め
た
か
な
？
」「
あ
な
た

火
は
消
し
ま
し
た
か
？
」
な
ん
て
こ
と

の
な
い
よ
う
、
視
覚
・
聴
覚
と
を
活
用

す
る
方
法
、「
目
で
見
て
、
喋
べ
っ
て
、

耳
で
聞
く
」
こ
の
方
法
は
意
外
と
効
果

が
あ
り
ま
す
。
試
し
て
み
て
は
如
何
で

し
ょ
う
か
。

控
え
ま
し
ょ
う
安
易
な
１
１
９
番

　
最
後
に
、
ふ
と
町
内
で
見
か
け
た
ポ

ス
タ
ー
の
言
葉
。
救
急
車
の
出
動
に
つ

い
て
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
年
々
出
動

回
数
が
増
え
、
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
救

急
車
を
呼
ぶ
１
１
９
番
も
あ
り
軽
傷
者

の
た
め
に
出
動
し
た
た
め
、
重
傷
患
者

の
も
と
へ
到
着
が
遅
れ
尊
い
命
を
落
と

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
安
易
な
１

１
９
番
通
報
は
控
え
ま
し
ょ
う
と
の
こ

と
で
し
た
。
な
お
、
消
防
署
で
は
病
院

紹
介
（
山
　
・
５
６
９
９
）
も
行
っ
て

７３

い
る
そ
う
な
の
で
ご
利
用
し
て
み
て
は

如
何
で
し
ょ
う
か
。

取
材
を
終
え
て
・
・
・

　
消
防
署
と
い
う
と
、
何
と
な
く
入
り

づ
ら
い
雰
囲
気
を
持
っ
て
ま
し
た
が
、

何
度
か
取
材
に
お
邪
魔
す
る
う
ち
に
そ

ん
な
気
持
ち
は
払
拭
。
私
た
ち
町
民
の

生
命
・
財
産
を
守
る
の
だ
と
い
う
、
き

び
き
び
し
た
規
律
あ
る
職
場
雰
囲
気
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
朝
の
引
継
ぎ
点
呼
で
は
、
車
両
の
外

回
り
、
回
転
灯
の
作
動
ま
で
厳
正
に
行

わ
れ
て
い
る
の
に
び
っ
く
り
。
分
署
長

始
め
署
員
の
み
な
さ
ん
お
忙
し
い
な
か

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
幸
い
に
取
材
中
、
緊

急
出
動
も
な
く
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

「
参
考
」

　
町
の
消
防
変
遷
を
詳
し
く
知
り
た
い

方
は
、
明
和
村
誌
　
第
９
章
　
第
７
節

消
防
の
項
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

　分署長の岡田さんは「火は、私達の生活

に欠かすことはできませんが、ときには

非常に恐ろしい悪魔となって私達に襲っ

てくることがあります。自分の家から火

災を出さないという自覚を持ち続けるこ

とが必要です」と話してくださいました。

そして、防火の心構え、火の用心７つの

ポイントを挙げて下さいました。

１家のまわりに燃えやすいものをおかな

い。（放火による火災を防ぐ）

２寝たばこやたばこの投げ捨てはしない。

（寝たばこは、絶対にやめる）

３天ぷらを揚げるときは、その場を離れ

ない。（離れるときは、必ず消火）

４ 風の強いときは、焚火をしない。

５子供には、マッチやライターで遊ばせ

ない。

６電気器具は正しく使い、たこ足配線はし

ない。

７ストーブには、燃えやすいものを近づ

けない。（離れた位置で使用する）

館林地区消防組合明和分署

岡田邦雄分署長　 

今年町内の１１月末現在

　火災による消防車の出動回数は４件。急

病・交通事故などによる救急車の出動回数は

３２７件です。　　　

分署長に聞く



（６）

台
風
９
号
の
教
訓

　
平
成
　
年
９
月
７
日
、
関
東
地

１９

方
を
縦
断
し
た
台
風
９
号
は
各
地

に
被
害
を
も
た
ら
し
、
当
町
で
も

利
根
川
の
水
位
が
警
戒
水
域
を
越

え
最
高
で
６
・
　

ｍ
ま
で
達
し
ま

１６

し
た
。
増
水
に
よ
り
斗
合
田
地
区

で
は
堤
防
か
ら
漏
水
が
み
ら
れ
水

防
団
に
よ
る
土
の
う
積
み
作
業
が

行
わ
れ
る
な
ど
緊
迫
し
た
防
災
活

動
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
ま
だ
記

憶
に
新
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
地
球
温
暖
化
や
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
が
原
因
の
ひ

と
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
短
時
間

に
多
量
の
雨
が
降
る
集
中
豪
雨
こ

と
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
も
台
風
と
異

な
り
予
測
が
困
難
で
洪
水
な
ど
の

被
害
が
起
き
や
す
い
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
へ

　
町
で
は
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
台
風
９
号
の

直
後
か
ら
利
根
川
を
管
理
す
る
国

土
交
通
省
へ
災
害
復
旧
と
堤
防
強

化
対
策
を
陳
情
し
て
き
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
で
も
早
く
か
ら
現
地

調
査
や
予
算
の
確
保
な
ど
迅
速
に

対
応
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

本
年
６
月
か
ら
は
工
事
に
着
手
し
、

　
年
３
月
に
は
完
成
す
る
予
定
と

２１な
っ
て
い
ま
す
。

　
工
事
の
概
要
は
、
斗
合
田
・
下

江
黒
地
先
の
堤
防
約
４
５
０
ｍ
に

わ
た
り
盛
土
を
し
て
堤
防
の
断
面

を
大
き
く
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
覆
土

ブ
ロ
ッ
ク
と
遮
水
シ
ー
ト
で
堤
防

を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
鋼
矢
板

を
地
中
８
～
　
ｍ
の
不
透
水
層
ま

１８

で
打
ち
込
む
こ
と
で
地
中
で
遮
水

壁
を
造
り
堤
防
本
体
や
堤
防
の
外

へ
水
が
透
水
す
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。

　
工
事
施
工
中
は
付
近
の
住
民
の

か
た
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
場

合
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

災
害
を
防
ぐ
た
め
堤
防
を
強
化
　
斗
合
田
・
下
江
黒
利
根
川
護
岸
災
害
復
旧
工
事

械着々と進む堤防工事

皆台風９号で増水した利根川（Ｈ

１９．９．７）

漏水を防ぐため土のうを積む水防団（Ｈ１９．９．７）



（７）広報めいわ　平成２０年１２月１０日

　
町
役
場
　
　
　
撒
　
・
３
１
１
１

８４

　
役
場
は
、　

月
　
日
　
～
平
成

１２

２７

（土）

　
年
１
月
４
日
　
の
間
、
お
休
み

２１

（日）

と
な
り
ま
す
。
手
続
き
や
届
出

等
は
、
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
窓
口
業
務
や
ご
み
収

集
・
し
尿
く
み
取
り
な
ど
の
各
業

務
、
主
な
施
設
は
次
の
と
お
り
に

な
り
ま
す
。

【
役
場
窓
口
事
務
】

猿
年
末
 　
月
　
日
　
ま
で

１２

２６

（金）

猿
年
始
 １
月
５
日
　
か
ら

（月）

　
出
生
届
や
死
亡
届
、
婚
姻
届
な

ど
の
戸
籍
届
出
は
、
休
み
の
期
間

中
で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

住
民
福
祉
課
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

【
中
央
公
民
館
・
社
会
体
育
館
】

猿
年
末
 　
月
　
日
　
ま
で

１２

２８

（日）

猿
年
始
 １
月
４
日
　
か
ら

（日）

中
央
公
民
館
　
山
　
・
４
４
９
１

８４

社
会
体
育
館
　
山
　
・
４
６
２
６

８４

【
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
社
会
福

祉
会
館
】

猿
年
末
  　
月
　
日
　
ま
で

１２

２７

（土）

猿
年
始
  １
月
６
日
　
か
ら

（火）

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
山
　
・
４
９
２
６

８４

社
会
福
祉
会
館

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
３
０
１

９１

【
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
・
図
書

館
】

猿
年
末
  　
月
　
日
　
ま
で

１２

２７

（土）

猿
年
始
  １
月
６
日
　
か
ら

（火）

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
・
図
書
館

　
　
　
　
　
　
山
　
・
５
５
５
５

８４

【
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
】

猿
年
末
  　
月
　
日
　
ま
で

１２

２７

（土）

猿
年
始
  １
月
６
日
　
か
ら

（火）

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
山
　
・
５
５
１
１

８４

【
可
燃
ご
み
の
収
集
】

猿
年
末
  　
月
　
日
　
ま
で

１２

２９

（月）

猿
年
始
  １
月
５
日
　
か
ら

（月）

環
境
課
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

※
年
末
の
　
日
に
は
、
大
量
の
ご

２９

み
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め

の
収
集
日
に
ご
み
を
出
す
よ
う

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
し
尿
の
く
み
取
り
】

猿
年
末
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２７

（土）

猿
年
始
１
月
５
日
　
か
ら

（月）

㈲
大
朏
興
業
　
山
　
・
４
１
８
６

７３

役
場
等
年
末
年
始
の
お
休
み

建物を壊したら

滅失届を出しましょう

「広報めいわ」は、町のホームページでも

ご覧いただけます。

 http://www.town.meiwa.gunma.jp/

長年の消防活動で表彰

　明和消防

団の島田高

志団長が群

馬県消防協

会 長 表 彰

（精勤章表

彰）を受章

しました。

島田団長は

昭 和６２年

に消防団に

入団後２０

年以上に渡り消防や水防に尽力さ

れ、その功績が顕著であったと認

められ表彰されたものです。

　また、優良消防団員として明和

消防団から６人の団員が館林地区

消防組合消防団長から表彰されま

した。

　受章者はつぎのとおり。　

　　　　　　　　　　　（敬称略）

第１分団　増田友和・奈良健一

第２分団　赤坂享信・野中英二

第３分団　吉本和浩・篠木映文

島田団長

陰

右

韻

宇

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

変　更　後現　　行

①は中止

※テレホンサービ

ス（テレドーム）で

は、今までどおりお

知らせいたします。

②③④は、今まで

どおりです。

①午前６時３０分・午後６時３０分のお知らせ

②午後５時（時期により６時・７時）の愛の鐘

③午後９時の消防と防犯の時間

④随時の緊急放送

　　火災・災害発生、消防署・警察署からの連絡、　

　　断水等の連絡、学校からの連絡、行事の中止な　

　　ど緊急性のあるもの

屋 外 放 送 の 放 送 内 容 　
屋
外
放
送
は
緊
急
情
報
の
伝

達
手
段
の
一
つ
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
が
、昨
今
の
勤
務
形
態

等
か
ら「
放
送
が
う
る
さ
い
。睡

眠
の
妨
げ
に
な
る
」等
の
ご
意
見

が
町
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、

放
送
内
容
を
左
表
の
と
お
り
一

部
変
更
い
た
し
ま
す（
平
成
　
年
２１

１
～
３
月
は
試
行
期
間
）。

　
定
時
の
お
知
ら
せ
に
つ
き
ま

し
て
は
、テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

（
テ
レ
ド
ー
ム
山
０
１
８
０
・
９

９
２
・
３
０
３
）等
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、企
画
課（
内
線
２

２
２
）へ
。

１
月
か
ら
屋
外
放
送
の
放
送

内
容
を
一
部
変
更
し
ま
す

　平成２０年中に建物を壊したら、

滅失届を平成２１年２月２日（月）ま

でに税務課へ申告してください。

※詳しくは、税務課へお問い合わ

せください。

　　税務課　　　　　　　　　　内線１１２



（８）

花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル

　
第
９
回
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰
式
が
　
月
２
日
、
役

１１

場
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
最

優
秀
賞
に
輝
い
た
中
谷
の
坂
上
さ

ん
を
含
め
　
人
と
５
団
体
が
入
賞

１７

し
ま
し
た
。
な
お
、
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

【
最
優
秀
賞
】　
　
　
　
　

□
個
人
の
部
　
坂
上
　
正
（
中
谷
）

【
優
秀
賞
】

□
個
人
の
部
　
▽
奈
良
芙
佐
江

（
中
谷
）
▽
坂
上
藤
次
郎
（
中
谷
）

▽
伊
藤
恵
子
（
中
谷
）

□
団
体
の
部
　
中
谷
区

【
優
良
賞
】

□
個
人
の
部
　
▽
林
吉
太
郎
（
上

江
黒
）
▽
大
隅
美
智
子
（
中
谷
）

▽
小
西
紀
子
（
中
谷
）
▽
石
井

貞
子
（
中
谷
）
▽
柿
沼
み
な（
大

輪
）

□
団
体
の
部
　
▽
明
和
東
小
学
校

▽
新
里
花
い
っ
ぱ
い
運
動
協
力
会

【
奨
励
賞
】

□
個
人
の
部
　
▽
塩
ノ
谷
博
（
新

里
）
▽
始
澤
喜
代
子
（
新
里
）

▽
恩
田
三
郎
（
中
谷
）
▽
宮
本

髙
子（
中
谷
）▽
大
場
正
子（
中

谷
）　

□
団
体
の
部
　
▽
明
和
西
小
学
校

▽
須
賀
区

【
特
別
賞
】

□
個
人
の
部
　
▽
坂
上
喜
平
治

（
中
谷
）
▽
五
月
女
元
子
（
中
谷
）

▽
森
谷
　
章
（
大
輪
）

明
和
町
菊
花
展

　
平
成
　
年
度
明
和
町
菊
花
展
表

２０

彰
式
が
　
月
３
日
、
中
央
公
民
館

１１

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
恩

田
町
長
ら
関
係
者
が
出
席
し
入
賞

者
を
表
彰
し
ま
し
た
。
各
種
の
入

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

文
化
協
会
園
芸
部

【
特
選
】　
　
　
　
　

明
和
町
長
賞

　「
厚
物
三
本
立
」　
長
柄
　
克
己

【
最
優
等
】

明
和
町
議
長
賞

　「
厚
物
三
本
立
」　
関
本
　
宗
市

館
林
市
農
協
長
賞
　

　「
厚
物
三
本
立
」
　
田
部
井
喜
雄

明
和
町
商
工
会
長
賞

　「
厚
物
三
本
立
」　
柿
沼
　
健
司

明
和
町
教
育
長
賞

　「
細
物
三
本
立
」　
長
柄
　
克
己

明
和
町
文
化
協
会
長
賞

　「
ダ
ル
マ
」　
関
本
宗
市

明
和
町
文
化
協
会
園
芸
部
長
賞

　「
盆
栽
」
　
新
井
　
紀
夫

【
厚
物
三
本
立
、
細
物
三
本
立
、
ダ

ル
マ
、
福
助
、
盆
栽
】

優
等
　
関
本
宗
市
　
１
等
　
関
本

宗
市
・
田
部
井
喜
雄
・
高
瀬
三
郎

２
等
　
関
本
宗
市
・
高
瀬
三
郎
・

長
柄
克
己
・
田
部
井
喜
雄
・
小
田

木
正
弘
　
３
等
　
根
岸
利
雄
・
野

本
　
武
・
林
吉
太
郎
・
長
柄
克
己
・

田
部
井
喜
雄
・
蓮
見
昭
和

老
人
ク
ラ
ブ
　

【
大
輪
の
部
】

特
選
　
長
柄
克
己
　
最
優
等
　
新

井
和
子
・
奈
良
モ
ト
　
優
等
 　
新

井
幹
一
・
田
部
井
喜
雄
　
１
等
増

田
和
吉
・
新
井
清
房
・
白
石
フ
ミ

子
・
本
田
く
ら
　
２
等
　
田
端
武

之
焏
・
奈
良
嘉
夫
・
奈
良
保
一
・

奈
良
松
男
・
白
石
　
泰
　
３
等
　

奈
良
　
巖
・
石
村
　
實
・
多
田
初

惠
・
増
田
ヤ
イ
子
・
北
島
　
勇
・

藤
野
松
雄

【
ポ
ッ
ト
マ
ム
の
部
】

特
選
　
田
端
武
之
焏
　
最
優
等
　

奈
良
モ
ト
・
奈
良
嘉
夫
　
優
等
 

増
田
和
吉
・
鈴
木
由
美
子
　
１
等

立
岡
正
夫
・
橋
本
康
男
　
２
等
　

都
築
富
子
・
新
井
清
房
・
増
田
ヤ

イ
子
・
奈
良
　
巌
　
３
等
　
北
島

勇
・
新
井
澄
江
・
北
島
久
子
・
田

部
井
喜
雄

菊
づ
く
り
教
室

【
大
輪
の
部
】

特
選
　
長
柄
克
己
・
新
井
和
子
　

最
優
等
　
田
部
井
喜
雄
・
増
田
和

吉
　
優
等
　
白
石
フ
ミ
子
・
奈
良

一
男
　
１
等
　
新
井
清
房

【
ポ
ッ
ト
マ
ム
の
部
】

特
選
　
田
部
井
喜
雄
・
新
井
清
房

最
優
等
　
立
岡
正
夫
・
奈
良
嘉
夫

優
等
　
白
石
フ
ミ
子
・
奈
良
一
男

１
等
　
増
田
和
吉

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
　
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
・
明
和
町
菊
花
展

町のお知らせテレホンサービス

　「テレドーム」をご利用下さい。
　屋外放送が聞き取れなかったことはあり

ませんか？そんな時は電話で緊急放送など

の内容を聞くことができます。

山０１８０－９９２－３０３
※恐れ入りますが通話料はご負担願います。



（９）広報めいわ　平成２０年１２月１０日

　
学
校
教
育
課
　
撒
　
・
３
１
１
５

８４

特
色
あ
る
教
育
活
動
で
表
彰

　毎月第一土曜日を「少年の日」、第一日曜日を「家庭の日」
として、青少年の健全育成に取り組んでいます。併せて春・

夏・冬季の学校の長期休暇には、青少年健全育成運動を行っています。冬休み

を迎えた子どもたちが健全に過ごせるように、家庭や地域で見守りましょう。

　冬の青少年健全育成運動

　平成２０年１２月１５日（月）～平成２１年１月３１日（土）

　
三
校
そ
ろ
っ
て
表
彰

　
群
馬
県
教
育
委
員
会
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
の
育
成
を

目
指
し
た
各
学
校
の
「
特
色
あ
る

教
育
活
動
」
を
行
っ
て
い
る
学
校

と
し
て
当
町
の
小
中
学
校
三
校
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
初
め
て
実
施
さ
れ
た
も
の

で
、
①
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
も
の
②
学
校
の
伝

統
や
実
態
、
地
域
の
特
色
に
応
じ

て
い
る
も
の
③
学
年
や
学
校
全
体

で
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
④
継
続

性
が
あ
る
も
の
な
ど
を
評
価
対
象

に
、
県
内
小
学
校
　
校
中
　
校
、

３４０

２９

同
じ
く
中
学
校
　
校
中
　
校
が
表

１７３

１３

彰
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
各
学

校
ご
と
に
活
動
を
紹
介
す
る
パ
ネ

ル
が
展
示
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
展

示
パ
ネ
ル
の
前
で
児
童
生
徒
の
代

表
者
に
福
島
金
夫
県
教
育
長
ら
か

ら
表
彰
状
と
ゆ
う
ま
ち
ゃ
ん
の
ぬ

い
ぐ
る
み
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
各
校
に
よ
る
実
践
発
表
大

会
が
行
わ
れ
、
児
童
た
ち
は
一
生

懸
命
に
取
り
組
み
内
容
を
説
明
し

て
い
ま
し
た
。
各
校
の
活
動
内
容

は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

明
和
中
学
校

　
生
徒
達
の
自
主
性
と
仲
間
意
識

を
育
て
、
体
育
祭
を
印
象
に
残
る

充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
、
全

校
生
徒
が
学
年
を
越
え
た
縦
割
り

に
３
～
４
個
の
「
団
」
に
分
か
れ
、

各
競
技
を
団
に
よ
る
得
点
競
技
と

し
て
勝
敗
を
競
う
。
各
団
の
工
夫

を
凝
ら
し
た
入
場
行
進
や
生
徒
達

手
作
り
の
衣
装
、
団
旗
を
使
っ
た

応
援
合
戦
は
圧
巻
。

明
和
東
小
学
校

　
地
域
の
人
た
ち
の
協
力
の
も
と
、

毎
年
、
全
学
年
対
象
に
ジ
ャ
ガ
イ

モ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
、
キ
ュ
ウ
リ
の

栽
培
、
花
の
植
栽
を
行
い
、
収
穫

し
た
野
菜
を
地
域
の
人
た
ち
と
食

し
て
収
穫
の
喜
び
や
感
謝
の
気
持

ち
、
協
力
す
る
心
を
育
む
。

明
和
西
小
学
校

　
地
域
企
業
の
人
材
と
施
設
及
び

自
然
と
い
う
学
校
の
教
育
資
源
や

環
境
に
な
い
も
の
を
有
効
に
活
用

し
て
体
験
を
通
し
て
科
学
や
自
然

を
学
ぶ
。
①
地
元
企
業
に
よ
る
出

前
科
学
教
室
②
利
根
川
探
検
③
地

元
企
業
の
ビ
オ
ト
ー
プ
探
検
と
ザ

リ
ガ
ニ
釣
り
④
地
元
企
業
に
よ
る

理
科
工
作
教
室

　
学
校
教
育
課
　
撒
　
・
３
１
１
５

８４

　
奨
学
金
制
度
は
、
進
学
の
意
欲

と
能
力
を
有
す
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
 経
済
的
理
由
に
よ
り
、
高

等
学
校
以
上
の
学
校
へ
進
学
困

難
な
か
た
に
必
要
な
資
金
を
お

貸
し
し
て
才
能
あ
る
人
材
を
育

成
す
る
も
の
で
す
。

■
貸
与
資
格
　

・
町
内
に
１
年
以
上
居
住
す
る
世

帯
の
子
弟

・
品
行
方
正
で
進
学
の
意
欲
と
能

力
を
有
す
る
か
た

 ・
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
学
資

支
出
の
困
難
な
世
帯
の
子
弟

※
た
だ
し
、
出
身
学
校
長
ま
た
は

在
学
学
校
長
が
適
当
と
認
め
推

薦
し
た
か
た
で
す
。

■
貸
与
額

・
月
額
１
万
円
以
内
（
高
等
学
校

に
在
学
す
る
か
た
）

・
月
額
２
万
円
以
内
（
高
等
専
門

学
校
に
在
学
す
る
か
た
）

・
月
額
４
万
円
以
内
（
大
学
に
在

学
す
る
か
た
）

■
申
込
期
限
　
平
成
　
年
１
月

２１

　
日
　

３０

（金）

■
申
込
方
法
　
指
定
の
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
学

校
教
育
課
へ
直
接
申
し
込
む

（
指
定
用
紙
は
、
学
校
教
育
課

に
あ
り
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

奨
学
金
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

発表した新井さん、打木さん
（東小）

発表した浅見さん、大谷さん、
高橋さん（西小）

発表した橋本さん、高木さん、小宅さん
増田さん（明中）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

（１０）

冥福を祈り平和を誓う
明和町戦没者追悼式

　英霊に手を合わせる参列者

　平成２０年度明和町戦没者追悼式は、１１月７日、中

央公民館で開かれ、戦没者の遺族や関係機関・団体

の代表ら約３５０人が出席、戦火に倒れた３００余の冥

福を祈り、平和への決意を新たにしました。恩田町

長は「二度と再び悲惨な歴史を繰り返すことのない

よう平和の尊さを後世に引き継いで行くことが、何

よりの慰霊ではないか」と式辞を述べました。最後に

参列者が祭壇に向かって静かに手を合わせました。

本澤長治さんが満１００歳
長寿を祝い慶祝訪問

　町長から花束を受ける本澤さん

　１１月５日、100歳の誕生日を迎えた本澤長治さん

に恩田町長が慶祝訪問しました。

　本澤さんは足腰もしっかりしていて、毎日、洗濯

物を干したり取りこんでたたんだりすることが日課

とのことです。恩田町長から慶祝状と花束を受け取

ると「長生きしてよかったな」とうれしそうに話し

ていました。この日、本町に住む100歳以上のかた

が４人となりました。

町長から表彰される根岸さん

　１１月２０日、明和町・町商工会・町労使教育委員会

共催で、第２回永年勤続優良従業員表彰式が役場会

議室で開かれ、町内の事業所に勤務し、企業の発展に

功績のあった１２人が表彰されました。

　表彰されたかたは次のとおり。（敬称略）

葛勤続３０年　根岸光男、尾花　孝葛勤続２０年　打木笑子、

荒井美佐子、根岸勇夫、今成恵美子、坂上正博、高坂岳彦、

小竹央恵、中川　豊、島田　叡葛勤続１０年　大出利江

企業発展功績者１２人を表彰
　永年勤続優良従業員表彰

収穫の喜びを体験　
東小学校サツマイモ掘り

　児童は収穫したサツマイモに満面の笑み

　１１月１４日、東小学校でサツマイモ掘りが行われ

ました。子どもたちに農作物ができるまでを観察さ

せ、収穫の喜びを体験するとともに異学年が協力し

て仲間意識をもたせ心豊かな子どもを育てることを

目的に地域のかたたちの協力を得て毎年実施。大き

なイモを掘り当てた児童は「食べるのが楽しみ」と

うれしそうに話していました。後日、協力いただい

た地域のかたを招待して収穫祭を行うそうです。



TOPICSTOPICSPhotoPhoto

（１１）広報めいわ　平成２０年１２月１０日

華麗なばち捌きを披露する稲妻会の皆さん

　１１月７、１０日に西、東小学校の放課後子ども教室

において明和太鼓稲妻会の皆さんによる出前講座

が行われました。

　お腹にズシンとくる迫力のある太鼓の響きや、華

麗なばち捌きに子どもたちはくぎ付けでした。演

奏終了後、子どもたちは実際に太鼓を叩くことがで

き大喜びでした。

華麗なばち捌きを披露
放課後子ども教室出前講座

食物繊維豊富なおから等で茶巾をつくる参加者

　１１月５日、中央公民館で大豆料理講習会が開かれ

ました。これは、町の健康診断の結果、脂質異常症

のかたが多かったことから脂質異常症に良い大豆

を使った料理を食べ、こうした病気の予防をしよう

と行われたものです。参加者は「体に良い料理とい

うことで参加しました。家でも作ってみたいです」

と美味しくできた料理を前に話していました。

大豆料理でおいしく健康に
大豆料理講習会

①本格的なメイクと衣装を身にまとっ

た児童や教師が舞台に登場し沸き上が

るホール②江戸時代の火消しと町娘姿

でポーズずる児童③長唄「越後獅子」

に使われる「さらし」を体験

日本の伝統を体で感じて
小中学校伝統芸能教室

　１０月３０日、小・中学校伝統芸能教室がふ

るさと産業文化館で行われました。

　これは、第３２回県民芸術祭の一環として県

民芸術祭運営委員会や県、県教育委員会など

が主催して行われたもので、小学生や中学生

に日本舞踊の鑑賞と体験の機会を提供するこ

とにより、日本古来の伝統文化、伝統芸能へ

の関心を高め、豊かな情操を養うことを目的

としています。教室には東・西小学校４年生

から６年生の児童が参加して三味線や太鼓な

どの和楽器の説明の後、児童や教師１５人が神

代、平安、江戸、明治、現代のそれぞれの時

代の衣装に扮装して登場。お囃子を演奏して

それぞれの時代のことばで自己紹介を行い会

場を沸かせました。　

②② ③③

①①



（１２）
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委
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情
報

●教育委員会・中央公民館 山84・4491●海洋センター 山84・5511●社会体育館 山84・4626

B
o
a
rd
o
f
E
d
u
ca
tio
n
In
fo
rm
a
tio
n

書
き
初
め
大
会

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２１

１０

（土）

　
午
前
９
時
～
正
午

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
対
象
　
町
内
小
中
学
生
、
町
内

在
住
・
在
勤
者

□
参
加
費
　
無
料

□
定
員
　
　
人
３０

皮
で
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
・
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
を
作
ろ
う

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
・
　
・

２１

１３

２０

　
日
・
２
月
３
日
　
　
午
前
９

２７

（火）

時
　
分
～
午
前
　
時
　
分

３０

１１

３０

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

□
参
加
費
　
５
０
０
円

□
定
員
　
　
人
１５

子
ど
も
陶
芸
教
室

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
・

２１

２４

２
月
７
日
　
　
午
前
９
時
～
正
午

（土）

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
対
象
　
町
内
小
学
生

□
参
加
費
　
５
０
０
円

□
定
員
　
　
人
２０

レ
ッ
ツ
ゴ
ー
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
シ
ン
グ

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
・
　
日

２１

１６

２３

　
　
午
前
　
時
～
午
前
　
時
　
分

（金）

１０

１１

３０

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者（
男

性
の
か
た
大
歓
迎
）

□
参
加
費
　
無
料

□
人
数
　
　
人
６０

新
春
初
釜
　

一
服
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２１

１７

（土）

　
午
前
　
時
～
午
前
　
時
　
分

１０

１１

３０

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
対
象
　
町
内
小
中
学
生
、
町
内

在
住
・
在
勤
者

□
参
加
費
　
５
０
０
円
（
お
菓
子

代
含
む
）

□
定
員
　
　
人
１５

※
参
加
を
希
望
す
る
か
た
は
中
央

公
民
館
へ
　
月
　
日
　
～
　
日
　

１２

１８

（木）

２５

（木）

に
電
話
、
ま
た
は
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
参
加
者
募
集

　
３
学
期
か
ら
参
加
を
希
望
さ
れ

る
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

□
対
象
　
町
の
小
学
校
に
通
う
１

～
６
年
生

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１２

２３

（火）

□
申
込
方
法
　
中
央
公
民
館
に
用

意
し
て
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
保
険
代
金
５
０

０
円
を
添
え
て
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
へ
。

ス
キ
ー
教
室

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２１

２５

（日）

□
場
所
　
会
津
高
原
た
か
つ
え
ス

キ
ー
場

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者（
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

□
募
集
人
数
　
　
人
８０

□
参
加
費
　
２
０
０
０
円

□
申
込
開
始
　
　
月
　
日
　
　
午

１２

２８

（日）

前
　
時
１０

□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
直

接
申
し
込
む

※
当
日
、
午
前
９
時
よ
り
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。

第
６
回
新
春
キ
ン
ボ
ー
ル
交
流
大
会

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２１

１８

（日）

□
場
所
　
社
会
体
育
館

□
対
象
　
小
学
５
年
生
以
上
の
町

内
在
住
・
在
勤
者
（
原
則
と
し
て

行
政
区
単
位
で
編
成
さ
れ
た

チ
ー
ム
）

□
部
門
　
▼
学
生
の
部
（
小
学
５

年
生
以
上
中
学
生
ま
で
）
▼
一

般
の
部
（
高
校
生
以
上
）

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
間
　
　
月
　
日
　
～
平

１２

１８

（木）

成
　
年
１
月
７
日
　

２１

（水）

□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
直

接
申
し
込
む

無
料
開
放
の
お
知
ら
せ

新
年
初
泳
ぎ
無
料
開
放

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
６
日
　

２１

（火）

Ｂ
＆
Ｇ
「
海
洋
体
験
ク
ル
ー
ズ
」

参
加
者
募
集

　
体
験
ク
ル
ー
ズ
を
通
し
て「
海
・

船
・
自
然
」
に
つ
い
て
体
験
し
、

豊
か
な
人
間
形
成
を
図
り
ま
す
。

□
期
間
　
平
成
　
年
３
月
　
日
　

２１

２６

（木）

～
３
月
　
日
　

３１

（火）

□
場
所
　
小
笠
原
諸
島
父
島

□
対
象
　
小
学
校
４
年
生
か
ら
中

学
校
３
年
生
の
男
女
で
、
心
身

と
も
に
健
康
で
研
修
活
動
お
よ

アクア健康まつり開かれる
　海洋センターで１１月１６日、秋季成人アクア健康まつりが行われました。

　講師の森下直子先生のユーモアを交えた講話では、「楽しくなければ続

かない、心と身体を鍛えましょう、そして、メタボリックシンドロームの

解消に少しでも役立ててください」と話していました。実技の前に伸ばす、

曲げる、上げる等の模範を示していただき、いよいよ水中へ、音楽に合わせ

静かに、ときには激しく、動と静とを間断なく、プールサイドの先生の動

きに合わせて、参加者全員が真剣に水しぶきを上げ、楽しい２時間がアッ

という間に終了しました。　　　　　　　　　（町民リポーター 山田雅万）アクアエアロビックをする参加者

【

】

海
洋
セ
ン
タ
ー

【

】

中
央
公
民
館

B
o
a
rd
o
f
E
d
u
ca
tio
n
In
fo
rm
a
tio
n

【

】

社
会
体
育
館



●ふるさと産業文化館・図書館 山84・5555（１３）広報めいわ　平成２０年１２月１０日

び
船
内
等
に
お
け
る
団
体
行
動

が
可
能
な
か
た

□
定
員
　
２
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

□
参
加
費
　
　
万
円
（
Ｂ
＆
Ｇ
財

１６

団
・
町
の
助
成
に
よ
り
個
人
負

担
は
４
万
円
に
な
り
ま
す
）

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１２

２１

（日）

□
申
込
方
法
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
。

町
民
文
化
大
学
教
養
講
座
の
観
覧

者
を
募
集
し
ま
す

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２１

１７

（土）

　
午
後
２
時

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

□
講
師
　
栄
和
人
さ
ん
・
伊
調
千

春
さ
ん
・
伊
調
馨
さ
ん

□
入
場
料
　
５
０
０
円
（
全
席
自

由
）
チ
ケ
ッ
ト
は
、
ふ
る
さ
と

産
業
文
化
館
窓
口
に
て
販
売
中

※
詳
し
く
は
、
ふ
る
さ
と
産
業
文

化
館
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

第
７
回
協
会
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会

優
　
勝
　
長
柄
克
己（
梅
原
）　
打
５２

準
優
勝
　
川
村
　
登（
大
輪
）　
打
５５

第
三
位
　
畠
本
り
つ
子（
大
輪
）　
打
５７

第
４
回
明
和
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
協
会
杯

○
男
子
の
部

優
　
勝
　
ア
ソ
ー
ト

準
優
勝
　
S
P
A
R
K
I
N
′
S

第
三
位
　
B
U
R
S
T
・
ミ
ラ
コ
ス
タ

第
　
回
明
和
町
近
県
親
善
ソ
フ
ト

１１
ボ
ー
ル
大
会

優
　
勝
　
千
津
井
ク
ラ
ブ

準
優
勝
　
花
園
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

第
三
位
　
美
光
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
ブ
ル
ー
レ
ッ
ク
ス

第
　
回
秋
季
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

13
優
　
勝
　
明
和
F
C
倆
U
　５０

準
優
勝
　
神
風
蹴
F
C
倆
B

第
三
位
　
セ
ル
ベ
ー
ジ
ャ
A

第
　
回
町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

１０
○
一
般
男
子
の
部

優
　
勝
　
久
永
・
武
田
組

準
優
勝
　
新
井
・
関
口
組

第
三
位
　
長
谷
川
・
篠
原
組

○
中
学
生
男
子
の
部

優
　
勝
　
新
井
・
青
山
組

準
優
勝
　
藤
倉
・
吉
永
組

第
三
位
　
柿
沼
・
野
澤
組

○
中
学
生
女
子
の
部

優
　
勝
　
小
暮
・
高
橋
組

準
優
勝
　
吉
永
・
石
原
組

第
三
位
　
飯
塚
・
石
崎
組

【

】

産
文
・
図
書
館

 Information  Information 

　四代目平次「風間杜夫」が演じる、小粋で気さ

くな人情味が魅力の銭形平次。

□日時　１２月２１日（日）　午後１時３０分

□場所　ふるさと産業文化館

□入場料　無料

※詳しくは、ふるさと産業文化館へお問い合
わせください。

今月の映画
風間杜夫の
　銭形平次 二の巻

図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館映映映映映映映映映映画画画画画画画画画画ササササササササササロロロロロロロロロロ図書館映画サロンンンンンンンンンンン

中学生男子の部優勝

新井・青山組

明和町図書館から

●開館時間　午前９時３０分～午後６時１５分

●休館日　毎週月曜日・年末年始

Book図書館情報

◇幼児～小学校低学年

ペンギンのヒナ
みつけようかがく

ペンギンのヒナが成長する
姿をのぞいてみましょう。
子どもたちを興味深い「か
がく」の世界に案内する本。

ベティ テイサム 作
ヘレン K.ディヴィー 絵
はんざわ のりこ 訳

◇小学生
中国の歴史 人物事典

悠久の3000年を彩った
中国の偉人、重要人物
400名あまりを楽しいマ
ンガとイラストで紹介す
る人物事典。

川崎 堅二ほか 文
岩井 渓ほか イラスト

◇中学生～一般

前略、がんばっている
みんなへ

夢を追いかけている子ど
もたちへ贈る、北島康介
からのメッセージ。

北島 康介著

１２

◇一般

シューカツ!

マスコミを志望する男女7
人の仲間たちが「シューカ
ツプロジェクトチーム」を
結成した。目標は全員合
格、さて結果は。

石田 衣良 著

 月のおすすめ図書

中学生女子の部優勝

小暮・高橋組

優勝した千津井クラブ優勝した明和ＦＣ－Ｕ５０

一般男子の部優勝

久永・武田組



（１４）

※「みんなの声」は、役場庁舎内の掲示板にも掲示しています。

※はいポーズは、３歳児以下のお子さんを掲載しています。掲載をご希望されるかたは、企画課にご連絡下さい。

ちゃん

２歳　江口
Ｈ１８年１２月１日生まれ

お兄ちゃんと仲良く
しよーね竃

（家族より）

荒井 楓華 
ふ う か

くん

６か月　中谷
Ｈ２０年６月２日生まれ

岡安　 洸 
こ う

大好きなお姉ちゃん
と元気いっぱい育っ
てね竃

（家族より）

３歳児健診で虫歯のない子を掲載しています。

金津 太智 くん（大輪）
た い ち

尾崎 爽葉香 ちゃん（須賀）
そ よ か

福田 璃桜 くん（大佐貫）
り お ん

橋本 恵来 ちゃん（大佐貫）
え な

澤井 美有樹 ちゃん（千津井）
み ゆ き

佐藤 快俐 くん（下江黒）
か い り

　明和町を通る路線バスの本数を増やし

て、館林女子高校の前まで行けるように

していただけませんか。

　ご検討をお願いします。           　    　

　　　　　　　　　　　　　　　（江口・女性）

　ご意見ありがとうございます。　

　ご質問の内容は、町内を運行している

広域公共路線バス「館林・明和・千代田

線」および「館林・明和・板倉線」の運行本数を

増やして、停留所から高校まで長距離を歩かずに

行けるようにしてほしいということかと思います。

　本町を通過するこの２路線は、平成１３年４月以

降運行している状況です。現在、館林市外４町に

おいて住民の生活に必要なバスの確保、利用者が

利用しやすいバスの運行を図るための検討を進め

ているところですので、ご理解・ご協力くださる

ようお願いいたします。

                                        　   　　（環境課）



INFORMATION

掲示板

（１５）広報めいわ　平成２０年１２月１０日

　
年
金
受
給
者
が
引
越
し
な
ど
で

住
所
が
変
わ
る
と
き
に
は
「
年
金

受
給
権
者
住
所
変
更
届
｣
を
お
近

く
の
社
会
保
険
事
務
所
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
変
更
届
は
、
社
会
保
険
事

務
所
や
役
場
健
康
づ
く
り
課
の
国

民
年
金
担
当
窓
口
に
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ガ
キ
の
様

式
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、　

円
５０

切
手
を
貼
っ
て
郵
送
に
よ
る
提
出

も
で
き
ま
す
。

　
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金
振

込
通
知
書
な
ど
の
書
類
が
変
更
後

の
住
所
に
送
ら
れ
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課

（
内
線
１
２
５
）
へ
。

　「
さ
く
ら
タ
ウ
ン
上
江
黒
」
分
譲

地
は
、
全
６
区
画
の
う
ち
残
り
１

区
画
と
な
り
ま
し
た
。
小
学
校
や

公
園
（
整
備
予
定
）
が
近
く
、
子

育
て
環
境
の
良
い
場
所
に
住
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.m
e
iw
a
.g
u

n
m
a
.jp
/

）
を
ご
覧
に
な
る
か
、
都

市
計
画
課
（
内
線
１
３
３
）
へ
。

　
平
成
　
年
分
の
所
得
税
の
確
定

２０

申
告
書
の
提
出
を
、
納
税
者
本
人

の
電
子
証
明
書
を
利
用
し
て
、
平

成
　
年
１
月
５
日
　
～
３
月
　
日

２１

（月）

１６

　
ま
で
の
期
間
内
に
e
倆
T
a
x

（月）
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
）
で
行
う
場
合
、
所
得
税
額
か

ら
最
高
５
０
０
０
円
の
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
平
成

　
年
分
の
確
定
申
告
で
、
こ
の
税

１９額
控
除
の
適
用
を
受
け
た
か
た
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

　
こ
の
e
倆
T
a
x
を
利
用
す
る

に
は
、
電
子
証
明
書
の
取
得
が
必

要
で
、
都
道
府
県
・
市
区
町
村
か

ら
は
個
人
向
け
に
「
公
的
個
人
認

証
サ
ー
ビ
ス
」
に
よ
る
電
子
証
明

書
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
福
祉
課
（
内

線
１
４
３
）
へ
。　
　

　
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象

と
し
た
工
業
統
計
調
査
が
全
国
一

斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
　
月
下
旬
に
町
の
統
計
調
査
員

１２

が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
調
査
内
容

に
つ
い
て
は
、
統
計
作
成
の
目
的

以
外
に
は
一
切
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
経
済
課
（
内
線
１

５
２
）
へ
。　
　

　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
文

字
ど
お
り
、
耳
を
傾
け
て
お
話
を

聴
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ
と
で
す
。

病
院
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

あ
る
い
は
福
祉
施
設
の
患
者
さ
ん

や
お
年
寄
り
、
障
が
い
を
抱
え
て

生
き
て
い
る
人
な
ど
、
援
助
を
必

要
と
し
て
い
る
人
々
を
訪
問
し
て
、

そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
や
言
葉
に

耳
を
傾
け
る
こ
と
で
共
感
と
心
の

ケ
ア
を
共
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
併
せ
て
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
修

了
さ
れ
た
か
た
や
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
り
、
こ
れ
か

ら
や
っ
て
み
た
い
か
た
は
是
非
明

和
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

へ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会（
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）へ
。

　
年
末
年
始
に
水
道
が
故
障
し
た

と
き
は
、町
指
定
業
者
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

【
町
指
定
業
者
一
覧
】

平
成
　
年
２０

□
　
月
　
日
　
　
石
崎
水
道
工
業

１２

２７

（土）

所
　
　
　
　
山
　
・
４
１
４
７

８４

□
　
月
　
日
　
　
㈱
大
川
工
業
　

１２

２８

（日）

　
　
　
　
　
山
　
・
０
７
２
１

７３

□
　
月
　
日
　
　
禍
金
子
水
道
設

１２

２９

（月）

備
　
　
　
　
山
　
・
２
１
４
８

８４

□
　
月
　
日
　
　
島
田
設
備
工
業

１２

３０

（Ր）

㈲
　
　
　
　
山
　
・
３
２
８
２

８４

□
　
月
　
日
　
　
冨
塚
水
道
工
業

１２

３１

（ਫ）

所
　
　
　
　
山
　
・
３
２
４
７

８４

平
成
　
年
２１

□
１
月
１
日
　
　
松
本
水
道
設
備

（木）

　
　
　
　
　
　
山
　
・
２
８
３
９

８４

□
１
月
２
日
　
　
石
崎
水
道
工
業

（金）

所
　
　
　
　
山
　
・
４
１
４
７

８４

□
１
月
３
日
　
　
㈱
大
川
工
業
　

（土）

　
　
　
　
　
山
　
・
０
７
２
１

７３

□
１
月
４
日
　
　
禍
金
子
水
道
設

（日）

備
　
　
　
　
山
　
・
２
１
４
８

８４

□
１
月
　
日
　
　
島
田
設
備
工
業

１１

（日）

㈲
　
　
　
　
山
　
・
３
２
８
２

８４

□
１
月
　
日
　
　
冨
塚
水
道
工
業

１８

（日）

所
　
　
　
　
山
　
・
３
２
４
７

８４

□
１
月
　
日
　
　
松
本
水
道
設
備

２５

（日）

　
　
　
　
　
山
　
・
２
８
３
９

８４

お
知
ら
せ

年
金
受
給
者
の
住
所
が
変
わ
る

と
き
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　
健
康
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

水
道
故
障
は

町
指
定
工
事
店
へ

　
建
設
水
道
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

さ
く
ら
タ
ウ
ン
上
江
黒

残
り
１
区
画
鎧

　
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
ご
存
じ
で
す
か

　
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
山
　
・
４
０
１
３

８４

工
業
統
計
調
査
に
ご

協
力
を

　
経
済
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

電
子
証
明
書
を
取
得
し
て

ｅ
倆
Ｔ
ａ
ｘ

を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　
住
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４



（１６）

INFORMATION

（１６）

　
所
得
税
法
お
よ
び
地
方
税
法
で

は
、
納
税
者
本
人
や
扶
養
す
る
親

族
が
障
が
い
者
に
認
定
さ
れ
て
い

る
場
合
に
は
、
一
定
の
金
額
が
所

得
か
ら
控
除
さ
れ
る
制
度
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
介
護
保
険
の
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
　
歳
以
上
の

６５

高
齢
者
で
、
認
知
症
や
身
体
上
の

障
害
が
一
定
の
基
準
に
該
当
す
る

か
た
に
対
し
て
、
確
定
申
告
で
障

害
者
控
除
を
受
け
る
た
め
の
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
交

付
し
ま
す
。
申
告
の
際
に
認
定
書

が
必
要
な
か
た
は
、
健
康
づ
く
り

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を

受
け
て
い
る
か
た
は
、
そ
の
手
帳

に
よ
り
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課
（
内

線
１
２
２
）
へ
。

　
群
馬
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
。

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
７
日
　

２１

（水）

　
午
前
　
時
　
分
～
正
午
受
付

１０

４０

□
場
所
　
館
林
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

□
相
談
科
目
　
整
形
外
科

□
相
談
内
容
　
身
体
障
害
者
の
補

装
具
判
定
、
相
談
等

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１２

２２

（月）

□
申
込
方
法
　
住
民
福
祉
課
へ
電

話
で
申
し
込
む

※
当
日
は
、
印
鑑
・
身
体
障
害
者

手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
重
度
の
障
害
に
よ
り
、
巡
回

相
談
の
会
場
に
来
所
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
た
に
つ
い
て
は
、
在

宅
訪
問
診
査
を
当
日
行
い
ま
す
の

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
住
民
福
祉
課
（
内
線
１
４
４
）

へ
。

▼
業
者
名
　
Ｋ
設
備

□
住
所
　
埼
玉
県
比
企
郡
吉
見
町

大
字
長
谷
７
２
２
番
地
　２０

□
代
表
者
　
菊
池
　
浩
文

□
連
絡
先
　
山
０
４
９
３
・
　
・
５４

６
３
６
２

▼
業
者
名
　
山
下
設
備

□
住
所
　
太
田
市
末
広
町
５
１
８

番
地
　１１

□
代
表
者
　
山
下
　
租
人

□
連
絡
先
　
山
　
・
４
５
６
７

３８

　
原
油
高
に
加
え
、
原
材
料
価
格

の
高
騰
や
仕
入
価
格
の
高
騰
を
転

嫁
で
き
て
い
な
い
中
小
企
業
者
の

資
金
繰
り
を
支
援
す
る
た
め
、
従

来
の「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
」

の
う
ち
、
５
号
の
指
定
業
種
を
１

８
５
業
種
か
ら
６
１
８
業
種
に
大

幅
に
拡
大
し
た
「
原
材
料
価
格
高

騰
対
応
等
緊
急
保
証
制
度
」
が
　１０

月
　
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

３１
□
対
象
　
指
定
業
種
に
属
し
、
売

上
高
の
減
少
が
対
前
年
同
期
比

３
％
以
上
の
減
少
等
の
要
件
に

該
当
し
、
市
町
村
長
か
ら
中
小

企
業
信
用
保
険
法
第
２
条
第
４

項
第
５
号
の
認
定
を
受
け
た
中

小
企
業
者

□
保
証
限
度
額
　
一
般
保
証
と
は

別
枠
で
、
無
担
保
保
証
で
８
千

万
円
、
普
通
保
証
で
２
億
円
ま

で
、
信
用
保
証
協
会
の
１
０
０

％
保
証
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
保
証
限
度
額
は
既
存
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
残
高

と
の
合
算
と
な
り
ま
す
）

□
対
象
資
金
   経
営
安
定
に
必
要

な
事
業
資
金

□
保
証
料
率
   一
般
の
保
証
よ
り

も
低
い
保
証
料
率
（
一
律
０
．

８
％
）
で
利
用
で
き
ま
す

□
保
証
期
間
   最
長
　
年
と
長
く
、

１０

据
置
期
間
も
あ
り
、
資
金
繰
り

の
安
定
が
図
れ
ま
す

□
取
扱
期
間
   平
成
　
年
３
月
　

２２

３１

日
ま
で

※
詳
し
く
は
、
経
済
課
（
内
線
１

５
２
）
へ
。

　
平
成
　
年
５
月
　
日
　
か
ら
裁

２１

２１

（木）

判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
こ

で
、「
裁
判
員
の
役
割
」
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。

１
．
法
廷
で
の
審
理
に
立
ち
会
う

こ
と

　
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
裁
判

官
と
一
緒
に
、
刑
事
裁
判
の
法
廷

に
立
ち
会
い
ま
す
。

　
法
廷
で
は
、
証
人
や
被
告
人
に

対
す
る
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す

し
、
裁
判
員
か
ら
、
証
人
等
に
質

問
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ
た

物
や
書
類
も
取
り
調
べ
ま
す
。

２
．
評
議
・
議
決
を
行
う
こ
と

　
証
拠
を
す
べ
て
調
べ
た
後
、
被

告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
だ

と
し
た
ら
ど
ん
な
刑
に
す
る
べ
き

介
護
保
険「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」の
交
付

　
健
康
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

原
材
料
価
格
高
騰
対
応
等

緊
急
保
障
制
度
に
つ
い
て

　
県
庁
商
政
課

　
山
０
２
７
・
２
２
６
・
３
３
３
２

裁
判
員
制
度
の
役
割

に
つ
い
て

　
前
橋
家
庭
裁
判
所

　
山
０
２
７
・
２
３
１
・
４
２
７
５

定
期
相
談
・
健
診

【
町
の
無
料
法
律
相
談
】

□
日
時
　
１
月
９
日
　
　

（金）

　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
役
場
委
員
会
室

□
対
象
　
明
和
町
民

□
担
当
　
森
尻
弁
護
士

□
受
付
期
間
　
１
月
１
～
８
日

ま
で
に
総
務
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
予
約
制
）

【
人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談
】

※
１
月
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
年
金
相
談
】

□
日
時
　
１
月
　
日
　

１５

（木）

　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
館
林
市
役
所

【
交
通
事
故
相
談
】

□
日
時
　
１
月
９
・
　
日
　

１６

（金）

　
 午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

□
場
所
　
太
田
市
役
所

【
健
康
相
談
】

□
日
時
　
１
月
６
日
　（火） 

　
午
前
９
時
　
分
～
午
前
　
時

３０

１０

　
分
受
付

３０
□
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
    

□
対
象
　
乳
幼
児
・
成
人

【
乳
幼
児
健
診
】

□
日
時
　
１
月
８
日
　（木）

　
午
後
１
時
～
午
後
２
時
受
付

□
対
象
　
　
年
１
月
生
、　
年
1
・

１９

20

３
・
６
・
９
月
生

町
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
に
指
定

　
建
設
水
道
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

を
行
い
ま
す

　
住
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４



（１７）広報めいわ　平成２０年１２月１０日

か
を
、
裁
判
官
と
一
緒
に
議
論
し

（
評
議
）、決
定（
評
決
）し
ま
す
。

　
議
論
を
尽
く
し
て
も
、
全
員
の

意
見
が
一
致
し
な
い
場
合
、
評
決

は
、
多
数
決
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

　
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合

に
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
に

つ
い
て
の
裁
判
員
の
意
見
は
、
裁

判
官
と
同
じ
重
み
を
持
ち
ま
す
。

３
．
判
決
の
宣
告
に
立
ち
会
う
こ
と

　
判
決
の
内
容
が
決
ま
る
と
、
法

廷
で
判
決
の
宣
告
が
さ
れ
ま
す
。

裁
判
員
は
、
判
決
の
宣
告
に
立
ち

合
い
、
裁
判
員
と
し
て
の
仕
事
を

終
え
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
裁
判
員
制
度
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
://w
w
w
.sa
ib
a
n

in
.co
u
rts.g
o
.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
群
馬
の
新
春
を
飾
る
ニ
ュ
ー

イ
ヤ
ー
駅
伝
。
こ
の
大
会
も
群

馬
県
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
　
回
を
数
え
、
多
く
の
皆

２２

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
、
お
正
月
の
恒
例
行
事
と
し
て

定
着
し
ま
し
た
。

　
毎
年
、
上
州
路
を
舞
台
に
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
集
い
、
全

７
区
間
１
０
０

㎞

の
熱
い
ド
ラ

マ
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

大
会
は
９
年
ぶ
り
に
区
間
変
更

が
実
施
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

順
位
変
動
の
多
い
白
熱
し
た

レ
ー
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ

と
と
思
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
ご
声
援
く
だ
さ
い
。

□
日
時
   平
成
　
年
１
月
１
日
　

２１

（木）

午
前
９
時
５
分
   県
庁
前
ス

タ
ー
ト

※
詳
し
く
は
、
県
東
部
県
民
局
へ
。

　
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

　
　
　
駅
伝
ク
イ
ズ
２
０
０
９

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
賞

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

□
問
題
　
前
回
、
過
去
最
高
の
　１２

位
と
健
闘
し
た
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ

Ｕ
チ
ー
ム
の
、　

回
大
会
で
の

５３

順
位
は
？

□
賞
品
　
軽
自
動
車（
ス
バ
ル
ス

テ
ラ
）１
台
、県
内
の
温
泉
宿

泊
券
、施
設
の
無
料
招
待
券
な

ど
□
応
募
期
限
　
平
成
　
年
１
月

２１

７
日
　
　
必
着

（水）

□
応
募
方
法
　
は
が
き
に
ク
イ

ズ
の
答
え
（
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
の

順
位
）、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
ご
記

入
の
上
、
申
し
込
む

□
応
募
先
　
〒
３
７
１
・
８
５
７

０

県

庁

総

務

部

総

務

課

「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
ク
イ
ズ

（
ぐ
ん
ま
広
報
）」
係

※
車
両
登
録
に
か
か
る
諸
税
、
保

険
料
、
登
録
料
な
ど
の
諸
費
用
は

す
べ
て
当
選
者
の
負
担
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
庁
総
務
部

総
務
課
（
山
０
２
７
・
２
２
６
・

２
０
３
２
）
へ
。

□
日
程
　
　
月
　
日
～
 平
成
　

１２

１３

２１

年
４
月
４
日
ま
で
の
毎
週
土

曜
日
（
平
成
　
年
１
月
３
日
　

２１

（土）

は
除
く
）

□
時
間
   午
後
２
時
～
午
後
２
時

　
分
３０

□
場
所
　
県
立
館
林
美
術
館

□
内
容
   特
別
展
示
や
テ
ー
マ
展

示
の
作
品
に
つ
い
て
、
学
芸
員

が
子
ど
も
向
け
に
解
説
し
ま

す
□
対
象
　
小
・
中
学
生

□
費
用
　
無
料

□
申
込
方
法
　
当
日
、
会
場
で
直

接
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
県
立
館
林
美
術
館

へ
。

　
今
年
も
、
振
り
込
め
詐
欺
・
還

付
金
詐
欺
な
ど
高
齢
者
を
中
心

に
多
く
の
被
害
が
発
生
し
て
い

る
ほ
か
、
住
宅
侵
入
犯
罪
な
ど
身

近
な
犯
罪
も
多
く
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
県
で
は
「
ぐ
ん
ま
防
犯
フ
ェ

ア
」
の
開
催
や
年
末
・
年
始
特
別

警
戒
活
動
と
連
携
し
て
、
街
頭
で

の
防
犯
啓
発
活
動
を
強
化
し
ま

す
。　

　
防
犯
は
人
任
せ
で
は
な
く
、
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
機
会

に
防
犯
へ
の
取
り
組
み
を
地
域

で
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
何
か
不
安
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
最
寄
り
の
警
察
署
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
県
庁
治
安
回
復
対

策
室
へ
。

　
町
で
は
平
成
　
年
度
成
人
式

２０

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
本

町
在
住
で
な
く
て
も
、
本
町
出
身

の
か
た
で
申
し
出
て
い
た
だ
け

れ
ば
出
席
で
き
ま
す
。

　
故
郷
で
成
人
式
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

□
日
時
   平
成
　
年
１
月
　
日
　

２１

１１

（日）

　
午
前
９
時
　
分
受
付

３０

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化

館
□
対
象
者
   昭
和
　
年
４
月
２
日

６３

か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
ま

で
の
生
ま
れ
で
、
本
町
に
住
民

登
録
し
て
い
る
か
た
、
並
び
に

本
町
出
身
で
本
人
よ
り
申
し

出
が
あ
っ
た
か
た

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
へ
。

　
町
で
は
「
明
和
町
公
の
施
設
に

係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続

き
等
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
く
、

指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

□
施
設
名
   町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

□
所
在
地
   新
里
３
１
１
番
地
１

□
指
定
管
理
期
間
   平
成
　
年
４

２１

月
１
日
～
平
成
　
年
３
月
　

２４

３１

日
（
３
年
間
）

□
提
出
期
限
　
　
月
　
日
　

１２

２５

（木）

※
応
募
資
格
や
主
な
事
業
内
容

は
、
住
民
福
祉
課
（
内
線
１
４
４
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　

　
な
お
、
募
集
要
項
は
住
民
福
祉

課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

募
集
し
ま
す

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝

２
０
０
９
　
ぐ
ん
ま

in

　
県
東
部
県
民
局

　
　
　
　
　
　
山
　
・
４
４
１
５

７２

冬
の
県
民
防
犯
運
動

　
県
庁
治
安
回
復
対
策
室

　
山
０
２
７
・
２
２
６
・
２
３
５
６

館
林
美
術
館「
子
ど
も

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
」

　
県
立
館
林
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　
山
　
・
８
１
８
８

７２

故
郷
で
成
人
式
に
参

加
し
ま
し
ょ
う

　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　
山
　
・
４
４
９
１

８４

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者

　
住
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４



（１８）

INFORMATION

（１８）

□
日
時
   平
成
　
年
１
月
　
日
・

２１

２１

２
月
　
日
・
３
月
　
日
　
の
３

１８

１８

（水）

回
コ
ー
ス
　
午
後
１
時
　
分
３０

～
午
後
３
時

□
場
所
　
社
会
福
祉
会
館

□
対
象
　
原
則
と
し
て
　
歳
以

６５

上
の
か
た

□
定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

□
内
容
　
３
Ｂ
体
操
の
体
験

□
申
込
方
法
   地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
、
ま
た
は
直
接

申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
内
線
１
２
６
）
へ
。

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日

２１

１４

　
　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

（水）（
個
別
相
談
の
た
め
調
整
あ

り
）

□
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

□
担
当
医
師
  青
柳
病
院
副
院
長
 

    後
藤
幸
彦
さ
ん

□
内
容
　
認
知
症
・
う
つ
等
の
心

の
健
康
に
関
す
る
こ
と

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１２

２６

（金）

□
申
込
方
法
   健
康
づ
く
り
課
へ

電
話
で
申
し
込
む
（
予
約
制
）

※
詳
し
く
は
健
康
づ
く
り
課
（
内

線
１
２
３
）
へ
。

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
７
日
・

２１

２
月
４
日
・
３
月
４
日
　
の
３

（水）

回
コ
ー
ス
　
午
前
　
時
～
午

１０

前
　
時
　
分

１１

３０

□
場
所
　
社
会
福
祉
会
館

□
対
象
   原
則
と
し
て
　
歳
以
上

６５

の
か
た

□
内
容
   音
に
合
わ
せ
て
歌
っ
た

り
、
ス
ズ
や
太
鼓
な
ど
の
打
楽

器
演
奏
お
よ
び
簡
単
な
リ
ズ

ム
運
動
を
行
い
ま
す

□
定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

□
申
込
方
法
   地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
、
ま
た
は
直
接

申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
内
線
１
２
６
）
へ
。

□
勤
務
内
容
　
受
付
、
パ
ソ
コ
ン

入
力
作
業
お
よ
び
書
類
整
理
等

□
人
数
　
　
人
程
度

６０

□
勤
務
日
時
　
平
成
　
年
２
月

２１

上
旬
～
３
月
中
旬
ま
た
は
、
下

旬
の
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時
の

昼
休
み
を
除
く
５
時
間
　
分
３０

□
勤
務
場
所
　
館
林
税
務
署
、
ま

た
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
太
田

※
詳
し
く
は
、
館
林
税
務
署
へ
。

　
町
で
は
、
役
場
の
臨
時
職
員
を

次
の
と
お
り
募
集
を
し
ま
す
。

▼
給
食
セ
ン
タ
ー
の
給
食
調
理

人□
職
種
　
給
食
調
理
人

□
人
数
　
若
干
名

□
雇
用
   平
成
　
年
２
月
２
日
　

２１

（月）

か
ら

□
資
格
等
　
普
通
自
動
車
免
許

を
有
す
る
か
た

□
時
給
   ８
５
０
円
～
９
５
０
円

□
職
務
内
容
  学
校
給
食
調
理（
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

□
勤
務
時
間
   午
前
７
時
　
分
～

３０

午
後
４
時
　
分
（
勤
務
で
き
る

３０

時
間
は
相
談
に
応
じ
ま
す
）

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１２

２６

（金）

□
申
込
方
法
   市
販
の
履
歴
書
に

記
入
し
、
学
校
教
育
課
へ
直
接

申
し
込
む

□
選
考
方
法
　
書
類
審
査
、
面
接

※
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
（
山

　
・
３
１
１
５
）
へ
。

８４▼
こ
ど
も
園
の
看
護
師

□
職
種
　
看
護
師

□
人
数
　
若
干
名

□
雇
用
期
間
　
平
成
　
年
４
月

２１

１
日
　
～
６
か
月

（水）

□
資
格
　
正
看
護
師

□
職
務
内
容
　
園
児
の
健
康
管

理
等

□
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
～
午

後
４
時
（
時
間
は
相
談
に
応
じ

ま
す
）

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１２

２６

（金）

□
申
込
方
法
   市
販
の
履
歴
書
に

記
入
し
、
学
校
教
育
課
へ
直
接

申
し
込
む

□
選
考
方
法
　
書
類
審
査
、
面
接

※
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
（
山

　
・
３
１
１
５
）
へ
。

８４▼
町
内
施
設
送
迎
バ
ス
運
転
手

□
人
数
　
若
干
名

□
雇
用
期
間
   平
成
　
年
４
月
１

２１

日
　
（
予
定
）
～
６
か
月

（水）

□
資
格
　
大
型
二
種
免
許
所
持

者
で
、
平
成
　
年
４
月
１
日
現

２１

在
　
歳
未
満
の
か
た

６５

□
申
込
期
限
   平
成
　
年
１
月
　

２１

３０

日
　（金）

□
申
込
方
法
   市
販
の
履
歴
書
に

記
入
し
、
住
民
福
祉
課
へ
直
接

申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
住
民
福
祉
課
（
内

線
１
４
４
）
へ
。

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２１

３１

（土）

　
午
後
２
時
～
午
後
３
時
　
分
３０

□
場
所
　
館
林
邑
楽
歯
科
保
健

医
療
セ
ン
タ
ー
（
館
林
市
苗
木

町
）

□
対
象
　
館
林
市
、
邑
楽
郡
に
在

住
す
る
　
歳
以
上
の
か
た

５５

□
定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

４０

□
内
容
   歯
ブ
ラ
シ
や
入
れ
歯
の

手
入
れ
方
法
な
ど

□
受
講
料
　
無
料

□
申
込
開
始
   平
成
　
年
１
月
　

２１

１９

日
　
　
午
前
９
時

（月）

※
詳
し
く
は
、
館
林
邑
楽
歯
科
医

療
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

□
入
居
資
格
   現
在
住
宅
に
困
っ

て
お
り
、
親
族
と
入
居
す
る
予

定
の
人
ま
た
は
単
身
の
高
齢

者
や
障
害
の
あ
る
人
　
（
収
入

制
限
が
等
が
あ
り
ま
す
）

□
入
居
可
能
日
   平
成
　
年
４
月

２１

１
日
　（水）

□
申
込
期
間
   平
成
　
年
１
月
５

２１

日
　
～
　
日
　

（月）

２０

（火）

□
申
込
方
法
  所
定
の
申
込
用
紙

館
林
税
務
署
臨
時
職

員
募
集

　
館
林
税
務
署

　
　
　
　
　
　
山
　
・
９
５
０
０

７２

３
Ｂ
体
操
教
室
参
加

者
募
集

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
健
康
づ

　
く
り
課
内
）
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

音
楽
療
法
教
室
参
加

者
募
集

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
健
康
づ

　
く
り
課
内
）
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

役
場
臨
時
職
員
（
給
食
調

理
人
・
看
護
師
・
バ
ス
運
転
手
）

　
学
校
教
育
課
・
住
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

館
林
邑
楽
歯
科
医
師
会

「
口
腔
ケ
ア
教
室
」

　
館
林
邑
楽
歯
科
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
山
　
・
８
８
１
８

７３

県
営
住
宅
の
入
居
者

　
県
住
宅
供
給
公
社

　
山
０
２
７
・
２
１
０
・
６
６
３
４

心
の
健
康
相
談
を
行

い
ま
す

　
健
康
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４



（１９）広報めいわ　平成２０年１２月１０日

文芸

明

和

短

歌

会

《

田

芝

》

まちの
寄
り
合
い
て
広
き
刈
り
田
に
 餌
 を
 漁
 る
白
鷺
の
背
が
朝
日
に
ま
ぶ
し

え
 

あ

さ

石
村
　
艶
子

新
米
と
間
引
 大
根
 の
浅
漬
に
秋
を
迎
え
て
我
が
家
の
 朝
餉
 

だ
い
こ
 

あ
さ
げ

礒
川
　
千
秋

歌
が
で
き
ず
苦
し
み
お
れ
ば
ざ
く
ろ
の
実
は
じ
け
て
怖
い
秋
の
陽
の
 光
 

か
げ

篠
木
　
よ
し

次
々
に
何
百
も
の
実
を
稔
ら
せ
て
ピ
ー
マ
ン
の
艶
い
ま
な
ほ
 失
 せ
ず

う
砂
賀
久
美
子

ざ
く
ろ
手
に
割
れ
ば
ぎ
っ
し
り
詰
り
 ゐ
 る
真
赤
な
 粒
実
 は
ル
ビ
ー
の
如
し

い
 

つ
ぶ
み

立
川
ツ
ヤ
子

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の
四
角
の
池
の
す
い
れ
ん
は
モ
ネ
の
絵
よ
り
も
濃
ゆ

き
む
ら
さ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 野
村
　
初
枝

を
郵
送
す
る

□
申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場

所
　
県
住
宅
供
給
公
社
、県
土

木
事
務
所
、市
役
所
・
町
村
役
場

※
詳
し
く
は
、
県
住
宅
供
給
公
社

へ
。

　
親
子
ス
キ
ー
教
室
の
参
加
者
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

□
期
日
　
平
成
　
年
２
月
８
日
　

２１

（日）

□
場
所
　
水
上
宝
台
樹
ス
キ
ー
場

□
対
象
　
県
内
在
住
の
母
（
父
）

子
家
庭
の
母
（
父
）
と
子
（
高

校
生
以
下
）
お
よ
び
寡
婦

□
参
加
費
　
母
（
父
）
３
０
０
０

円
・
子
２
０
０
０
円
・
三
歳
未

満
の
乳
幼
児
５
０
０
円

□
乗
車
場
所
　
館
林
市
役
所
・
太

田
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
桐
生
駅
・

伊
勢
崎
市
役
所

□
申
込
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　

２１

２３

日
　
必
着

（金）

□
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
住

所
・
電
話
番
号
・
参
加
者
全
員

の
氏
名
・
年
齢
・
希
望
乗
車
地

を
記
入
の
う
え
、
次
の
宛
先
へ

申
し
込
む

【
宛
先
】

・
〒
３
７
１
・
０
８
４
３
前
橋
市

新
前
橋
町
　
倆
　
　

１３

１２

・
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
内
５
階
　
財
団
法
人
群
馬

県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会

※
詳
し
く
は
、
　

群
馬
県
母
子
寡

（財）

婦
福
祉
協
議
会
へ
。

　
農
林
大
学
校
で
は
、
４
月
入
校

生
を
募
集
し
ま
す
。

□
募
集
学
科
・
コ
ー
ス
　

・
農
業
経
営
学
科
４
コ
ー
ス
（
野

菜
コ
ー
ス
、
花
き
・
果
樹
コ
ー

ス
、
酪
農
肉
牛
コ
ー
ス
、
社
会

人
コ
ー
ス
）、

・
農
林
業
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
２
コ
ー

ス
（
農
業
コ
ー
ス
、
森
林
・
環

境
コ
ー
ス
）

□
試
験
日
　
　
月
　
日
　

１２

１３

（土）

□
試
験
会
場
　
農
林
大
学
校

□
願
書
受
付
　
　
月
　
日
　
～
　

１１

１９

（水）

１２

月
２
日
　
（
消
印
有
効
）

（火）

□
合
格
発
表
　
　
月
　
日
　

１２

２６

（金）

※
詳
し
く
は
、
農
林
大
学
校
へ
。

▼
都
市
計
画
課

大
輪
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
照
明
設

備
設
置
工
事
　
（
金
額
は
税
抜
き
）

工
事
場
所
　
大
輪
地
内

予
定
価
格
　
８
２
０
万
円

落
札
金
額
　
５
６
８
万
円

請
負
業
者
　
　
大
東
電
気
シ
ス
テ
ム

（有）

【
お
わ
び
と
訂
正
】

　
　
月
号
７
頁
の
記
事
で
誤
り
が

１１
あ
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り

訂
正
し
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

▼
町
有
財
産
の
状
況

区
　
分
　
現
金

現
在
高
　
４
億
１
３
２
９
万
２
千
円

【
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
】

奈
良
 百
樹
 （
和
樹
・
小
百
合

慨
田
島
）

ゆ

ず

き

関
口
 煌
也
 （
達
也
・
朋
実
慨
大
輪
）

こ

う

や

横
塚
 寛
喜
 （
正
行
・
美
紀
慨
千
津
井

）

ひ

ろ

き

岩
瀬
 優
希
 （
芳
男
・
幸
子
慨
梅
原
）

ゆ

う

き

岩
瀬
 和
希
 （
芳
男
・
幸
子
慨
梅
原
）

か

ず

き

【
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
】

阿
部
直
一
　
　
　
斗
合
田
　
浩
之

６９

柿
沼
良
亮
　
　
　
大
　
輪
　
守

７２

礒
川
林
藏
　
　
　
梅
　
原
　
桂
子

７９

髙
澤
ト
ミ
　
　
　
梅
　
原
　
良
夫

８８

※
戸
籍
の
窓
で
は
、
広
報
め
い
わ

へ
の
掲
載
を
希
望
し
た
人
だ
け
載

せ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、
企
画
課
（
内
線
２
２
３
）
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

親
子
ス
キ
ー
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
　
群
馬
県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会

（財）
　
山
０
２
７
・
２
２
５
・
６
６
３
６

戸
籍
の
窓

県
立
農
林
大
学
校

平
成
　
年
４
月
入
校
生

２１

　
県
立
農
林
大
学
校

　
山
０
２
７
・
３
７
１
・
３
２
４
４

入
札
結
果
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●広報めいわは、自然保護のため再生紙と大豆油インキを使用し作成しています。

ふるさと明和

（平成２０年１１月１日現在）

　総人口　１１，６４８人　（＋３）
　　男　　　５，８４９人　（－１）
　　女　　　５，７９９人　（＋４）
　世帯数　　３，７７８世帯（＋１０）

　　　　※（　）内の数字は前月比

町の人口と世帯

　　士急病……………２１件
　　士交通事故………　５件
　　士その他…………　７件
　　士合計……………３３件

１１月の救急車出動回数

フォトコンテスト

写真家　野村誠一が選ぶ

※入賞者の作品を掲載しています。（敬称略）

写真家 野村誠一先生

館林邑楽全地区館　林明　和
千代田

期　日
耳鼻科小児科・内科外　科内　科

－
菅沼医院
（７２）９０９０

最上胃腸科
（７４）３７６３

ごが内科
（７３）７５８７

館林地区
と同じ

１２月 14日（日）

今村クリニック
（７０）２２２１

神尾内科
（７５）１２８８

館林医院
（７４）２１１２

土井レディス
（７２）８８４１

福田ペイン
（８４）１２３３

１２月 ２１日（日）

－
小林内科
（８８）８２７８

慶友整形
（７２）６０００

後藤内科
（７２）０１３４

－１２月 ２３日（火）

－
さくらｸﾘﾆｯｸ
（７２）３８５５

海宝病院
（７４）０８１１

ゆたか医院
（７３）７３０８

館林地区
と同じ

１２月 ２８日（日）

－
たけい小児科
(小児科のみ)

（７６）２５２５

岡田整形
（７２）３１６３

安楽岡医院
（７２）０５７２

－１２月 ２９日（月）

－
さくらｸﾘﾆｯｸ
（７２）３８５５

川島脳外
（７５）５５１１

安楽岡医院
（７２）０５７２

－１２月 ３０日（火）

－
館林厚生病院
（小児科のみ）

（７２）３１４０

新橋病院
（７５）３０１１

横田胃腸科
（７２）４２９０

－１２月 ３１日（水）

－
館林厚生病院
（小児科のみ）

（７２）３１４０

慶友整形
（７２）６０００

大石内科
（７４）２３６２

－
 平成２１年
１月  １日（木）

－
館林厚生病院
（小児科のみ）

（７２）３１４０

小曽根整形
（７２）７７０７

ゆたか医院
（７３）７３０８

－１月  ２日（金）

－
たけい小児科
(小児科のみ)

（７６）２５２５

澤田皮膚外科
（７０）７７０３

橋田内科
（７２）０００１

－１月  ３日（土）

板倉耳鼻
（８０）４３３３

こやなぎ
(小児科のみ)

（８０）２２２０

川島脳外
（７５）５５１１

横田胃腸科
（７２）４９７０

小西医院
（８６）２２６１

１月  ４日（日）

－
横田医院
（７２）０２５５

新橋病院
（７５）３０１１

大石内科
（７４）２３６２

館林地区
と同じ

１月 １１日（日）

－
益田小児科
（６２）５５３５

慶友整形
（７２）６０００

うえの医院
（７２）３３３０

－１月 １２日（月）

川田耳鼻
（７２）３３１４

星野こども
（７０）７２００

小曽根整形
（７２）７７０７

橋田内科
（７２）０００１

ミツワ診療所
（７０）３０３０

１月 １８日（日）

　○診療時間は、午前９時～午後５時　（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）
　○救急テレホンサービス(山７３・５６９９）：受診可能病院を紹介しています

緊　　　　急夜　　　　間
（午後７時～１０時）

歯　　　　科

館林厚生病院（内科・外科）

山７２・３１４０

夜間急病診療所（内科・小児科）
　山７３・２３１３（要電話確認）

（日曜、国民の祝日、年末年始は休診）

館林邑楽歯科保健医療センター
山７３・８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

休祝日当番医 必ず電話してから受診してください

「消えゆく旧昭和橋」　　　田口　範雄入　選　

◎メール配信＠めいわ
携帯電話やパソコンのメール機能

を利用した、防犯・防災・緊急・町

の情報の配信を行っています。登

録は町ホームページ、または、右

のＱＲコードから。


